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調
査
官　

向
川　

岳
彦

コッペパン(２本入)

　　　　１００円
バターロール(５個入)

　　　　１００円
※数に限りがございます
　ので、お早目のご来場
　をお待ちしております。
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六
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一
日
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け
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進
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ン
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し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
お
り
ま
す
向
川
岳
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
申
し
ま
す
。

　

前
任
地
は
福
井
刑
務
所
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
東
京
拘
置
所
を
皮
切
り
に
、

勤
続
三
〇
年
で
異
動
す
る
こ
と
十
七

回
、
五
管
区
十
八
施
設
を
転
勤
し
て

き
た
渡
り
鳥
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
て
毎
日
が
驚
き
の
連
続
で

す
が
、
ま
ず
実
感
し
た
の
が
当
セ
ン
タ
ー
は
「
刑
務

所
」
で
は
な
く
、
「
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
刑
事
施
設
で
す
か
ら
受
刑

者
（
当
セ
ン
タ
ー
で
は
「
訓
練
生
」
と
呼
ぶ
。
）
が

刑
を
務
め
る
の
は
当
た
り
前
で
す
が
、
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
地
域
の
皆
様
の
大
き
な
力
を
得
な

が
ら
、
施
設
全
体
で
受
刑
者
を
健
全
な
「
社
会
復
帰
」

に
向
け
て
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

施
設
の
基
本
方
針
と
言
え
ば
、
と
か
く
建
前
的
な

も
の
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の
「
官
民

協
働
」
、
「
地
域
と
の
共
生
」
、
「
人
材
の
再
生
」

は
、
ま
さ
に
ど
れ
も
当
セ
ン
タ
ー
を
語
る
上
で
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
柱
で
す
。

　

そ
の
施
設
の
基
本
方
針
を
具
体
的
に
形
に
し
た
も

の
が
、
「
文
通
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
「
盲
導
犬
パ
ピ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
「
ホ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、

「
回
復
共
同
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
っ
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
り
、
本
紙
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

全
国
初
の
取
組
み
で
あ
る
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
で

あ
っ
た
り
、
構
外
作
業
場
で
の
通
役
作
業
な
ど
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
当
セ
ン
タ
ー
の
誇
る
特
色
あ
る
取
組

み
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー
に
着
任
し
て
三
か
月
間

は
良
い
意
味
で
の
驚
き
や
刺
激
に
満
ち
溢
れ
て
お
り
、

語
ろ
う
と
す
れ
ば
、
き
り
が
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
与
え
ら
れ
た
役

割
に
全
力
で
取
り
組
み
つ
つ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

こ
と
を
吸
収
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

御
挨
拶

料
無

場
入

　あの名ブラスバンドが再来！
昨年１２月の慰問行事にも
当センターにお越しいた
だいた社会人ブラスバ
ンド「ＮＴＴ西日本　　　　　　　　中国
吹奏楽クラブ」が　　　　　　　　今年も
公演してくださ　　　　　　　　います。
　ＮＴＴ西日　　　　　　　　本中国吹奏
楽クラブは、　　　　　　　１９５０年代
から活動　　　　　　　　し、全日本吹奏
楽コン　　　　　　　　クールに４０回以
上の　　　　　　　　出場を果たす中、数
　　　　　　　　　々の金賞等に輝いてき
　　　　　　　　た職場吹奏楽団。中国地
　　　　　　　方各地の行事・コンサート
　　　　　　・施設からの演奏依頼に、積
　　　　　極的な演奏活動で応じておられ
る団体です。入場無料です。昨年の機会を
逃した方も、満喫されたという方も、
どうぞこの機会にお越しください。
　観覧のお問い合わせについては、
別紙のチラシをご覧ください。
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就労支援
「あさひ無料職業紹介所」

～
 慰

問
公

演
観

覧
者

募
集

 ～

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本

中
国

吹
奏

楽
ク
ラ

ブ

　来たる１１月１２日（日）午前９時～午後３時３５分まで、旭ふる里まつりが旭支所

で行われますが、同まつり内にブースを設け、当センター主催による矯正展を開催しま

す。今回で１０回を数えることとなる矯正展ですが、「良い品をより安く」をコンセプ

トに掲げた岡山刑務所及び松江刑務所による刑務所作業製品展示即売会をはじめ、

広報パネル展示コーナーや性格検査コーナー、当センターにおいて、各種業務を担

当する民間企業各社による広報や毎年、好評をいただいている（３０分程で売り切

れてしまいます。）コッペパンの販売コーナー、更生保護女性会によるバザーや盲

導犬協会による広報コーナーなど、たくさんのイベントを企画しております。

　ぜひ皆様お誘い合わせの上、ご来場をいただきますようよろしくお願いします。

（※なお、イベントの内容につきましては、予告なく変更させていただく場合があります。）

旭ふる里まつり２０１７矯正展開催旭ふる里まつり２０１７矯正展開催

　当センターでは、平成２６年１月１日に厚生労働大臣の許可を受け、

訓練生を企業に直接紹介し、当センター内で面接試験を行い、出所前

に内定をいただく採用活動を実施しています。

　現在、採用登録企業は４５社となっており、これまで

に６８名（うち２１名は出所前）の訓練生に内定をいた

だき、そのうち３１名が就労につながっております。

　これからも様々な業種や地域に訓練生の社会復帰の輪

を広げていきたいと考えておりますので、お知り合いに

ご興味のある方がいらっしゃれば、ご紹介いただければ

と思います。

　その際は、下記連絡先までお願いいたします。

【連絡先】

　島根あさひ社会復帰促進センター

　　社会復帰促進部

　担　当：渡邊（わたなべ）

　電　話：0855-45-8197

　ＦＡＸ：0855-45-8185

北海道
１社

東北
１社

関東
５社

中部
０社

関西
５社

中国
３０社

四国
２社

九州
１社

沖縄
０社



料
無

場入

　　　　　　１１月　２日(木)　３月１５日(木) 
　　　　　　１２月　７日(木)　４月１９日(木)
　　　　　　　１月１１日(木)　５月１７日(木)
　　　　　　　２月　８日(木)　６月１４日(木)
　　　　　　予約・問合先 TEL 0855-45-8166
　　　　　　　(受付時間 平日 9:00～17:00)

(各日10:30～12:30)眼科外来診療予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０～３９歳　６６％　　主罪名　　窃　　盗　２６．６％

訓練生人数　１３９５名（収容率７０．８％）　４０～５９歳　２８％　　　　　　　詐　　欺　２０．９％

平均実刑期　３年５月２１日　　　　　　　　　６０歳以上　　　６％　　覚せい剤取締法違反　１１．０％　

センター概況（平成２９年９月末現在）

【問合せ先】
　公益財団法人日本盲導犬協会
　　島根あさひ訓練センター
　住所：浜田市旭町丸原155-15
　電話：0855-45-8311
　電話対応時間：
　　平日の午前９時３０分から
　　　　　　　午後５時３０分まで

 
～長崎県～ 調査官室

　　　Ｒ.Ｔ.

　
　
　
　
　
　
　

秋
は
夏
に
続
い
て
茄
子
の
美

　
　
　
　
　
　

味
し
い
季
節
。
そ
し
て
秋
茄
子

と
い
え
ば
多
く
の
人
が
「
秋
茄
子
は
嫁
に
食
わ

す
な
。
」
と
い
う
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
慣

用
句
を
思
い
出
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
慣
用
句
の
解
釈
に
は
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ

る
よ
う
で
、
「
秋
茄
子
は
と
て
も
美
味
し
い
の

で
、
嫁
に
食
べ
さ
せ
る
の
は
も
っ
た

い
な
い
。
」
と
い
う
姑
の
意
地
悪
な

気
持
ち
を
表
し
て
い
る
も
の
、
一
方

「
茄
子
は
体
を
冷
や
す
働
き
が
あ
る
た
め
、
体

を
冷
や
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。
」
と
い
う
姑
の

嫁
を
気
遣
う
優
し
さ
か
ら
の
言
葉
。
ま
っ
た
く

逆
の
意
味
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
面
白
い
で
す

ね
。
皆
さ
ん
の
身
近
の
姑
さ
ん
は
ど
ち
ら
だ
と

思
い
ま
す
か
。
ま
あ
秋
茄
子
が
美
味
し
い
こ
と

に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
料
理
を
し
て
く
れ
る

嫁
へ
の
感
謝
と
気
遣
う
優
し
い
言
葉
を
忘
れ
て

は
い
け
ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
　
　

(

Ｎ
・
Ａ
）

　私のふるさと長崎県について紹介したいと思います。
長崎人といえばカステラばっかり食ってると思われが
ちですが、長崎人はカステラをほとんど食べません。
ちゃんぽんと皿うどんばっかり食ってるのが長崎人で
す。よく「ちゃんぽんと皿うどんが美味しい店は？」
と聞かれますが、ちゃんぽんと皿うどんは基本的に家
で食べるおふくろの味です。長崎人は、外で食べるとすればチェーン店
のリンガーハットに行きますので、美味しい店は分かりません。また、
広島と同じく原爆が落ちた土地なのに、アメリカ大統領は来てくれませ
んし、「なんでいっつも広島ばっかりなんだ。」と思っています。それ
が長崎人です。（長崎出身の方々、勝手なこと言ってすいません。）
　前置きが長くなりましたが、自慢になっていないので長崎の魅力を書
きたいと思います。長崎の有名な食べ物と言えば、上記以外にもトルコ
ライスやミルクセーキ、角煮等々美味しい食べ物はたくさんあります。
また、観光地としては、最近は軍艦島が世界文化遺産に登録され注目さ
れていますが、他にもグラバー園やハウステンボス等々、一度は行って
ほしい場所がたくさんあります。個人的にオススメなのは、稲佐山の夜
景です。海、山、そして長崎の街並みを一望できるすばらしいスポット
です。（実は世界新三大夜景です。）
　内容薄くて申し訳ありませんが、長崎の魅力を書きつくせないので、
みなさん是非、長崎へ旅行されてはいかがでしょうか。魅力たっぷりな
　　　　ので、楽しんでいただけると思います。車では約６時間掛かる
　　　　ので少ししんどいですが、もうじき新幹線も開通する予定です。
　　　　　ということで、長崎はよかとこやけん、行ってみんしゃい。

Ａ看守　２回戦敗退

【剣道】

平成29年度　広島矯正管区
　管内矯正職員武道大会選手権
とき：9月1日　ところ：石見武道館

★

６６ｋｇ級　　Ｔ看守　優勝
８１ｋｇ級　　Ｓ看守　１回戦敗退
９０ｋｇ級　　Ｏ看守　３回戦敗退
９０ｋｇ超級　Ｈ看守　１回戦敗退

【柔道】

全国矯正職員武道大会選手権
とき：9月17日　ところ：大阪刑務所

６６ｋｇ級　　Ｔ看守　ベスト４

★

平成29年度　広島矯正管区
　管内矯正職員ソフトボール大会
とき：9月30日　ところ：みよし運動公園

２回戦敗退　　　　　　 野球場

７－５　尾道刑務支所

４－４　広島刑務所（じゃんけん敗退）

★

　盲導犬候補のパピー育成プログラムとは、社会復帰促進センターで実施され
ている受刑者への矯正教育プログラムの一つです。２００９年から始まり９期
目を実施中です。盲導犬候補の子犬（パピー）たち６頭を訓練生（受刑者）と
地域ボランティア、協会職員が協力して育てるプログラムとなります。１２頭
の盲導犬が誕生しています。
　生後２か月以上経ったパピーを１歳になるまでの約１０か月間、週末（金
曜日の午後から月曜日の午前中まで）だけ、子犬を育てる『ウィークエンドパ
ピーウォーカー』ボランティアとしての参加となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加期間は、毎年３月下旬から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタートし翌年の１月下旬までの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　約１０か月間となります。その間、訓練生との接触はありません。その代わり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に『パピー手帳』という子犬の飼育記録簿を介して子犬の飼育状況などの情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　交換を行いながら育てていきます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨今、核家族化が進み共働きのご家庭が多くなっています。「犬は飼いたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けど共働きで毎日の世話ができないので諦めている」「犬の寿命を考えると無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理」など、よく耳にします。「ウィークエンドの休日の間なら出来るかも」と、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご興味がありましたらお気軽にお問合せください。

開所１０周年記念フォーラム開催
　当センターは、平成２０年１０月に運営を開始し、来年で１０周年を迎えること
となります。運営開始以降「国の経験」、「民間のノウハウ」そして「地域の力」
を結集し、「共に創る」をキーワードに、官と民そして地域がそれぞれの叡智と
ネットワーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を活かして、
様々な革新的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつ挑戦的な
取組みを行っ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てきたところ
であります。
　そこで、当センターにおけるこれまでの取組とその成果について、
地域の方々のご理解を深めていただくとともに、今後の施設運営の在り
方について広く議論するために開所１０周年記念フォーラムを開催するこ
ととなりました。つきましては、早期ではありますがご案内させていただき
ますので、ご参加のほどよろしくお願いします。なお、詳細につきましては、
また、ご
連絡させ
ていただ
きます。

開催日：平成30年9月1日(土)・2日(日)
会　場：島根県立大学　講堂

【柔道】

「盲導犬パピー育成プログラム」に参加してみませんか
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